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Abstract: Nishida(2005)presented an investigation into the use of the Auxiliary Verbた J at the end of sec―

tions of rん ι■2′θ6√ Gι 4Jij.Following on iom this research,the present paper investigates examples of the

Auxiliary Verbた J in terⅡlinal position withたαjレ
t夕α―b“れ, Sttjκレッα―b“ん and sttσ sθたターb“4. The focus is mainly on

the usage of the terΠ linal patternた , at the end of sentences.This rescarch shows that forた α力″α―b“κ there are

more cases of the terⅡ linal patternた ,than for ends of sections of the novel.Furthermore,various usages arise

from the fact that it can be an example of the end particle たαsttJ or an interogative fom. In addition,

although there are not many cases, the basic usages for sttJれ ンッα―b“刀 and sttσ sθた
“
―b“η resemble those for

たαιンt′α―b“ん。

要旨 :西田 (2005)では,源氏物語における地の文文末での助動詞キの使用例の調査 をおこなった。

それをふ まえて,本稿では,会話文・心話文・消虐、文の文末での助動詞 キの使用伊1の 調査 をお こな

い,お もに終止形キの文末使用伊1の使用傾向について,検討 をおこなった。その結果 として,会話文

では,地の文 よりも終止形キの文末の使用例がおお く,さ らには,使用例のパ ターンも,終助詞カシ

の下接夕1や疑問文での使用夕1がある等のように,よ り多様であることがあ きらかとなった。 また,心

話文・消″自、文においては,使用例はおお くない ものの,基本的な使用例の傾向は,会話文に通 じるも

のであった。

キ

末心話

源氏物

は じ め に

源氏物語における助動詞キの使用については,地の

文と会話文などの物語中の引用文とでは,その使用傾

向に差異が存在する。西田 (2005)で は,以前におこ

なった西田 (2002)の 調査をふまえて,助動詞キの地

の文文末での使用傾向を検討 した。

それをふまえて,こ の論文では,会話文・心話文・

7肖′自、文での助動詞キの終止形キの文末での使用傾向を

調査 し,地の文との差異を検討することにしたい。

2 地の文 キの文末使用例

西田 (2005)で ,源氏物語の地の文での助動詞キの

文末を調査 した結果,そ の使用例は,終止形キが 7



例,連体形シが 6例 と非常に使用例がす くなく,さ ら

にキの文末とシの文末とでは,その使用傾向に差異が

あるとかんがえられる。以下,使用例をあげる|。
[1]

から [3]ま でキの例,[4]か ら [6]がザリキの例 ,

[7]がニキの例である。

[1]御 はらからのみこたち,むつましうきこえた

まひし上達部など,は じめつかたはとぶらひきこ

えたまふなどありき。 (「 須磨」427-4)

[2]お もひのほかに,か なしき道にいでたちたま

ひしか ど,つ ひにはいきめ ぐりきなむと,か つ

は,お ぼしなぐさめき。 (「 明石」469-6)

[3]院 にも,かのくだりたまひし大極殿のいつか

しか りし儀式に,ゆ ゆしきまでみえたまひし御か

たちを,わすれがたうおぼ しおきければ,「 まゐ

りたまひて,斎院など御はらからの宮々,お はじ

ますたぐひにて, さぶらひたまへ」 と,御虐、所に

もきこえたまひき。 (「 澪標」5H-8)

[4]は じめより,お しなべてのうへ宮づかへ した

まふべ ききはにはあらざりき。  (「桐壺」6-8)

[5]心 にまかせて,み たてまつ りつべ く,人 もし

たひざまにおぼしたりつる年月は,の どかなりつ

る御心おごりに,さ しもおぼされざりき。

(「 賢木」336-9)

[6]ま ゐりたまへるまらうどども,た だあけぐれ

のけぢめ しなければ,あ ながちに目もたたざヤリ

き。 (「 薄雲」609-9)

[7]斎 院は御ぶ くにてお りゐたまひにしかば,朝

顔の姫君は,かはりゐたまひにき。

(「賢木」347-5)

これら7例 のおお きな特徴は,い ずれもが物語の

「今,こ こ」の時点に対する過去
2と なっている点であ

る。たとえば,[1]で は,須磨に蟄居 していた光源氏

と,皇子たち上達部は当初手紙のや りとりをしていた

が,物語の現時点では,弘徽殿の大后をはばかって
,

それはすでに過去のことであるとする。「はじめつか

た」 と現時点とを対比する時点が明示されるのも,そ

う理解する根拠 となる。同様に,[2]で は「かなしき

道にいでたちたまひし」 とき,[3]で は「いつ くしか

りし儀式」,[4]で は「はじめより」,[5]で は「おぼ

した りつる年月」,[7]で は現時点で「朝顔の姫君」

は斎院となっている,と いうように,対比する過去の

時点が明示されている。

それに対 して,係 り結びの文末となるシの場合は
,

まったくことなった傾向をしめす。以下の 6例 は,い

ずれも係助詞ゾとの係 り結びの例である。
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[8]こ れやこのはらだつ大納言のな りけむとみゆ

れ。かたへはひがごとにもやありけむ。かやう

に,こ となるをかしきふ しもなくのみぞあなり

し。 (「 宿木」1780-5)

[9]御 かへりはいかがなど, きこえにくくおIFし

たれど, ことごとしくおもしろかるべきをりのこ

とならねば,た だ″亡ヽをのべて/そ むく世のうしろ

めたくはさりがたきほだしをしひてかけなはなれ

そ/な どやうにぞあめりし。

(「若菜上」lo67-10)

[10]「 かたちさへあらまほしかりきや」など,な

ま′亡ヽわろきつかうまつり人は, うちしのびつつ
,

「うるさげなる御ありさまよりは」などいふもあ

りて,い とほしうぞみえし。 (「竹河」1496-14)

[H]上の町も,上臓とて,御 回つきどもは,こ

となることみえざめれど, じるしばかりとて,ひ

とつふたつぞとひききたりし。

(「 宿木」1799-11)

[12]七 月にぞ后ゐたまふめりし。

(「 紅葉賀」262-1)

[13]そ の日の御装東どもなど,こ なたの上なむ

したまひける。禄どもおほかたのことをぞ,三条

の北の方はいそぎたまふめりし。

(「若菜上」lo86-11)

おなじ助動詞キの文末での使用例でも,連体形シの

ばあい,いわゆる「草子地」とみなせるような,語 り

手の「今,こ こ」からの過去・ の例がその大部分をし

める。たとえば,[8]で は,直前の帝や薫らの歌のや

りとりのあとで,それを語り手の視点から「歌はそれ

ほどのものではない」と批評している。

ただ,[12]と [13]の メリシの例は,文の叙述内

容だけでは「草子地」ともかんがえにくい。藤壷の立

后や光源氏四十の賀は,物語の中心的な話題というべ

きものである。しかし,こ れらがメリシと断定的では

なく,「～のようだった」と婉曲的にのべたことから

すると,お なじ過去でも語り手の確信性のない判断が

ふくまれるものともなる。高山 (2002)の 指摘のよう

に, さらに検討が必要な例である。

以上みてきたところからすると,源氏物語の地の文

での助動詞キの文末使用例は,終止形キと連体形シと

では,あ きらかに使用傾向に差異があり,前者が物語

の現場での過去の時点,後者が語り手の現在の視点か

らの過去の時点となる。西田 (2005)では,こ のよう

な使用傾向について,地の文での係り結びの使用傾向

という観点から1,助動詞キの「直接体験」とされる意
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味の問題に検討をすすめたが,次章以下では,そ の際

検討 しなかった,会話文等における助動詞キの使用に

ついて,み ていくことにしたい。

3 会話文 キの文末使用例

源氏物語でのキの文末使用例を,使用文体ごとに整

理したのが,下の表 1である。

表 1‖

キ ンヽ シ カ 計

地の文

会話文 66 136 34 236

心話文 24

7肖 ′自、文

和 歌

計 168 39 293

この表から理解されるように,会話文等では,連体

形シの例が地の文よりも使用比率がたかい。これは
,

西田 (2002)でみた,助動詞ツ・ヌ・タリ 0り と同様

の使用傾向である。以下,会話文から,使用例をみて

いくことにしたい。[14]か ら [40]例 は,キが単独

で動詞に接続する例である。

[14]か く御消′自、ありき。  (「橋女臣」1532-13)"

[15]日 ごろ,い といみじくものをおぼしいるめ

りしかば,かの殿の,わづらはしげに,ほのめか

しきこえたまふことなどもありき。

(「蜻蛉」1935-10)

[16]お のが寺にてみし夢ありき。

(「手習」1994-5)

[17]こ のふたつのことをおもうたまへあはする

に,わかきときの心にだに,な ほさやうにもてい

でたることは,い とあゃしくたのもしげなくおぼ

えはべ りき。 (「言木」55-6)

[18]文才をばさるものにていはず,さ らぬこと

のなかには,琴 ひかせたまふことなむ一の才に

て,つ ぎには横笛,琵琶,等の琴をなむつぎつぎ

にならひたまへると,う へ もおぼしのたまはせ

き。            (「 絵合」572-9)

[19]昨 日ほのかにききはべりき。

(「蜻蛉」1945-5)

[20]いづことては,お はしつるぞ。まろははや

うしにき。         (「 夕霧」1363-9)

[21]か きなれたる手して,日 とくかへ りごとな

どしはべ りき。       (「 夕顔」 107-6)

[22]か の国はなれたまふ とても,お ほくの願た

て申したまひき。      (「 玉質」730-14)

[23]み るめもこともなくはべ りしかば,こ のさ

がな者をうちとけたるかたにて, ときどきのか く

ろへみはべ りしはどはこよな く心 とまりはべ り

き。             (「 需木」53-6)

[24]川 ちか きところにて,水 をのぞ きたまひ

て,いみじうなきたまひき。 (「手習」2043-9)

[25]み しかばノ亡、地のあしさなぐさみき。

(「 若紫」 179-1)

[26]い ささかのことのあやまりもあらば,かろ

がろしきそしりをやおはむとつつみしだに,な ほ

す きず きしき咎をおひて,世 にはしたなめられ

き。 (「梅枝」990-10)

[27]はやう,ま だ下贈にはべりしとき,あ はれ

とおもふ人はべ りき。 (「言木」48-8)

[28]さ すがに口とくなどははべ りき。

(「帯木」61-4)

[29]昨夜も,御遊びにかしこくもとめたてまつ

らせたまひて,御気色あしくはべりき。

き。

[31]お もふかたは
,

(「夕顔」130-12)

人々まじなひわ

ぐひあまたはべtり

(「若紫」151-4)

ことにはべ りき。

(「横笛」1279-9)

[32]つ れづれなるまぎらはしにもとおもひて
,

さいつころ,宇治にものしてはべ りき。

(「 宿木」1716-11)

[33]一 日,かの母君の文はべりき。

(「 東屋」1841-10)

[34]一 昨年の秋も,こ こにはべる人の子の,ふ

たつばかりはべしをとりて,ま うできたりしかど

も,みおどろかずはべりき。 (「手習」1992-6)

[35]い かでうしろやすくもみたまへおかむと
,

あけくれかなしくおもうたまふるを,少将殿にお

きたてまつりては,故大将殿にも,わかうよりま

ゐりつかうまつりき。 (「東屋」1801-2)

[36]い としのびてみそめた りし人の,さ てもみ

つべかりしけはひなりしかば,な がらふべ きもの

としもおもひたまへざりしかど,な れゆくままに

あはれとおぼえしかば,た えだえ,わすれぬもの

におもひたまへ しを,さ ばかりになれば, うちた

のめる気色 もみえき。

[30]去年の夏 も世におこりて
,

づらひしを,やがてとどむるた

(「言木」56-2)
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[37]み き。

[38]さ ることみき。

(「言木」71-9)

(「 若菜下」1202-13)

[39]さ て,ま たおなじころ,ま かりかよひしと

ころは,人 もたちまさり,心 ばせまことにゆゑあ

りとみえぬべく,う ちよみ,は しりかき,かいひ

く爪音,手つき口つき,み なたどたどしからず,

みききわたりはべりき。    (「 言木」53-4)

[40]み しほどまでは,ひ とりはものしたまひき。

(「 手習」2045-12)

[14]か ら [16]が 「あ クリ」,「 17」 が 「お IFゆ」,

[18]が 「おぼしのたまはす」,[19]が 「きく」,[20]

が「しぬ」,[21]が 「す」,[22]が 「たて 申す」,

[23]が 「とまる」,[24]が 「な く」,[25]が 「な く
゛

さむ」,[26]が「はしたなめらる」,[27]か ら [34]

が「はべ り」,[35]が「まゐりつかうまつる」,[36]

が「みゆ」,[37]と [38]が 「みる」,[39]が 「みき

きわたる」,[40]が 「ものす」である。17種 27例で

あるが,存在動詞の「あり」と「はべり」の例が計 H

例と,使用例がおおい。

[41]か ら [47]は ,形容詞にキが単独で接続する

例である。

[41]こ とごとしくもてなしたまはざりけるを
,

いみじくかなしびたまふなり。はじめの,は た
,

いみじかりき。        (「 手習」2043-6)

[42]故 六条院の,踏歌の朝に女方にて遊びせら

れける,い とおもしろかりき。

(「 竹河」1491-11)

[43]さ てもすぐしはてねば,た つときものうく

心とまる, くるしかりき。  (「松風」589-11)

[44]執念かり き。            (「 梅本支」991-14)

[45]わ れはしか,へだつる心もなかりき。

(「 夕顔」138-2)

[46]か しこき上の人々おほくて,そ の心ざしを

とげて,御覧ぜらるることもなかりき。

(「 若菜上」1030-1)

[47]う るはしくおもりかにて,そ のことのあか

ぬかなとおぼゆることもなかりき。

(「若菜上」1166-1)

[41]が 「いみ じ」,[42]が「お もしろ し」,[43]

が「くるし」,[44]が「執念し」,[45]か ら [47]が

「なし」で,4種 6例である。

[48]親 もなく,い と心ぼそげて,さ らばこの人

こそはとことにふれておもへるさまもらうたげな

りき。            (「 需木」56-7)

[48]は形容動詞「らうたげなり」にキが単独で接
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続する例である。以上,キが単独で接続する例は,合

計 34例である。つぎに,複合形の例をあげる。

[49]い とかくはおもひきこえざりき。

(「横笛」 1269-11)

[50]い とか く地の底 とほるばか りの氷ふ り,雷

のしづまらぬことははべ らざりき。

(「明石」442-7)

[51]本才のかたがたのものお しへ させたまひし

に,つ たなきこともなく,ま たとりたててこのこ

とと′亡ヽえることもはべらざりき。

(「絵合」571-9)

[52]か くてさぶらふこれかれも,年 ごろだに,

なにのたのもしげある木のもとのかくろへ もはベ

らざりき。 (「総角」1590-13)

[53]そ ののち,音 にもきこえじとおぼ してやみ

にしを,いかでかきかせたまひけむ,た だ,こ の

二月ばかりより,お とづれきこえさせたまひし。

御文はいとたびたびはべめりしかど,御覧 じいる

ることもはべらざりき。 (「蜻蛉」1955-9)

[54]雲 のうへちかくては,さ しもみえざりき。

(「 ダ百可」1490-14)

[55]弁 もはなれぬ仲らひにはべるべきを,そ の

かみはほかほかにはべりて, くはしくもみたまへ

なれざりき。        (「 宿木」1763-9)

[49]か ら [55]ま では,ザ リキの例である。[49]

が「おもひきこゆ」,[50]か ら [53]が 「はべ り」,

[54]が 「みゆ」,[55]が「みたまへなる」で,4種 7

例である。

[56]も しみたまふこともやはべると,は かなき

ついで作 り出でて,消虐、などつかはしたりき。

(「夕顔」107-6)

キの 1例である。動詞「つかはす」に

ねぶたし。昨夜もすずろにおきあかし

(「 浮舟」1872-1)

[58]も とよりお くれたるかたの,い とどなかな

かうごきすべ くもみえざりしかば,むつかしくて

かへ してき。 (「玉重」756-5)

[59]そ の世の罪はみな科戸の風にたぐへてき。

(「朝顔」642-12)

[57]か ら [59]は テキの 3例 であ る。それぞれ

「おきあかす」「かへす」「たぐふ」に接続する。

[60]い み じきことをきこえさせはべ りて,い で

させはべ りにき。      (「 蜻蛉」 1955-5)

[61]故宮の御忌 日は,かの阿閣梨にさるべ きこ

[56]は 夕 1リ

接続する。

[57]い と

てき。
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とどもみないひおきはべりにき。

(「宿木」1718-11)

[62]侍従といひし人は,ほ のかにおぼゆるは
,

五つ六つばかりなりしほどにや,に はかに胸をや

みてうせにき。 (「橋女臣」 1540-5)

[63]親 たちははやうせたまひにき。

(「夕顔」138-11)

[64]御 かたは,はやうせたまひにき。

(「玉質」735-3)

[65]う せたまひにき。   (「手習」2042-12)

[66]か しらおろしはべ りにき。

(「手習」2035-1)

[67]昨 日,御車いてかへりはべ りにき。

(「宿木」1713-8)

[68]心 のをさなかりけることは,よ ろづにもの

つつましかりしほどにて,え たづねてもきこえで

すぐししほどに,少弐になりたまへるよしは,御

名にてしりにき。

[69]わが身にてもしりにき。

(「玉髪」740-2)

(「東屋」1806-14)

[70]い かになりたまひにき。 (「夕顔」134-6)

[71]こ よなくおもひけちたりし人も,な げきお

ふやうにてなくなりにき。 (「藤裏葉」1008-5)

[72]一 日まゐ りて,い でたまふほどなりしか

ば,え をらずなりにき。   (「東屋」1837-12)

[73]さ て,われもすみはべらずなりにき。

(「 浮舟」1912-8)

[74]束 の御方は,も のまうで したまひにきと

か。            (「 手習」2027-4)

[75]ま か り申ししに,殿 にまゐ りたまへ りし

日,ほのみたてまつりしかども,え きこえで,や

みにき。           (「 玉質」740-3)

[60]か ら [75]は ニキの例である。[60]が 「い

づ」,[61]が「い ひお く」,[62]か ら [65]が 「う

す」,[66]が「おろす」,[67]が「かへる」,[68]と

[69]が 「じる」,[70]か ら [73]が「な る」,[74]

が「ものまうです」,[75]が「やむ」で,9種 16例

である。

[76]院 も,こ とのついでに,も し世のなかおも

ふやうならば,ゆ ゆしきかねごとなれど,尼君そ

のほどまでながらへたまはなむと,の たまふめり

き。 (「若菜上」Hoo-1)

[77]「 いで,こ の葛城の神こそさがしうしおきた

れ」とむつかりて, もののぞきの心もさめぬめり

き。

[76]は 「のたまふ」とメリキ,[77]は「さむ」と

ヌメリキの例である。

[78]さ れど,大原野の行幸に,上 をみたてまつ

りたまひては,い とめでたくおはしけりとおもひ

たまへ りき。 (「藤袴」922-4)

[79]前 の世の契 りつたなくてこそか くくちをし

き山がつとなりはべ りけめ,親,大臣の位をたも

ちたまへ りき。 (「明石」457-2)

[78]と [79]は リキの伊1で ある。ともに敬語の補

助動詞「たまふ」を介している例で,動詞は [78]が

「おもふ」,[79]が「たもつ」である。

これらのキの複合形での使用例は32例 であり,単

独での34例 とほぼ同数である。上接する助動詞は

「ず (ざ り)」 「た り」「つ」「ぬ」「め り」「り」の 5種

である。動詞の種類は25種で,単独での使用例が存

在動詞に集中するのとは相違し,おおくの種類の動詞

に接続する。そのなかで,助動詞ヌとの使用では,

「うす」 (4夕1)「 なる」 (4例 )と 変化動詞の例がおお

い。

会話文でのキの使用例は,地の文での使用例 と比較

すると,その使用例がおおいだけでなく,使用例のパ

ターンも多様である。とくに,メ リキの例は,地の文

では係 り結びでのメリシしか使用されず,会話文では

「婉曲」的に過去の事態をのべる例がキで使用可能で

あるのは,地の文と会話文での終止形キの使用範囲の

ちがいをしめすものといえよう。

4 会話文 キ十終助詞の文末使用例

キの文末には,終助詞の下接する例がある。地の文

にも,つ ぎの 2例がある。

[80]斎 院は御服にてお りゐたまひにきか し。

(「朝顔」639-1)

[81]ま ことや,かの衛門督は中納言になりにき

か し。 (「若菜下」1172-1)

ともに,ニ キカシでの使用例であるが,地の文では

いわゆる「草子地」 ともされる,語 り手の視点から批

評的にのべ られている文である。

会話文には [82]か ら [93]ま での例がある。

[82]た だ,朝夕にもてつけたらむあ りさまにみ

えて,心 くるしかりしかば,たのめわたることも

あ りきかし。 (「帝木」56-6)

[83]な ほ昔 よりたえずみゆる心 ばへ,え しのば

ぬをりをりありきかし。 (「柏木」H254-1)

(「夕顔」H2-2) [84]人柄のをか しか りしも, ところが らにや ,



めづらしうおぼえきかし。 (「 澪標」492-10)

[85]あ やしくて,お はじところたづねられたま

ふ日もありときこえきかし。 (「浮舟」1909-H)

[86]昨 日今日といふばかり,春宮にやなどおぼ

し,われにも気色ばませたまひきかし。

(「 蜻蛉」1976-5)

[87]天 下にいみじきこととおぼしたりしかど
,

東にてかかる薫物の香は,え あはせいでたまはざ

りきかし。         (「 宿木」1784-7)

[88]そ れはかやうにしも, おもひよりはべらさ
゛

りきかし。         (「 柏木」1257-9)

[89]い とけとほくもてなしたまひて, くはしき

御ありさまをみならすぃたてまつりしことはなか

りしかど,御 まじらひのほどに, うしろやすきも

のにはおぼしたりきかし。 (「 朝顔」655-5)

[9o]故 院の御 ときに,大后の,坊 のは じめの女

御にていきまきたまひしかど,む げの末にまゐり

たまへ りし入道の宮に, しばしおされたまひにき

か し。 (「 若菜上」1042-12)

[91]い かなる御心地ぞとお もへ ど,石 山とまり

たまひにきかし。 (「 ,手癌卜」19o2-3)

[92]宮 のうちにおひいでて,帝王のかぎりなく

かなしきものに したまひ,さ ばか りなでか しづ

き,身 にかへておぼしたりしかど,心のままにも

おごらず,卑下 して,二十がうちには納言にもな

らずなりにきかし。 (「 若菜上」lo31-12)

[93]は じめのはた,い み じか りき。ほとほど出

家もしたまひつべか りきかし。

(「 手習」2043-6)

[82]か ら [86]が キカシの 5例 ,[87]か ら [93]

が複合形 の 7例 であ る。 [87]と [88]が ザ リキカ

シ,[89]が タリキカシ,[90]か ら [92]が ニキカ

シ,[93]が ツベカリキカシである。

会話文では,話 し手の「念を押す」意味
6を もつカ

シが多用されるのは理解されるところであるが,下接

しない例が 66例 に対する 12例は,か なりたかい比率

であるとかんがえられる。

また,会話文には,疑間の意味をしめす係助詞ヤが

下接する例 も4例 みられる。 [94]か ら [97]ま でで

ある。

[94]頭 中将の気色は御覧じしりきや。

(「 藤袴」921-4)

[95]昨夜,宮 はまちよろこびたまひきや。

(「 野分」869-7)

[96]い さや, ことなることもなかりきや。

文化編 (2006年 3月 )

(「 帯木」56-7)

[97]か たちさへあらまほしかりきや。

(「 ダ百可」 1496-13)

[94]と [95]が 動詞に下接する例,[96]と [97]

が形容詞に下接する例である。いずれも物語中の話 し

手が聞き手に過去の事態について質問する例である。

このように,会話文のキが終助詞のカシや係助詞ヤ

と共起 しやすいことは,会話文でのキが文末で多様な

用法をもっていたことをしめすものである。これは
,

さきに西田 (2005)で検討 した地の文でのキの文末の

用法とは一線を画するもので,2章でふれたメリキの

使用例 もふ くめて,逆に,地の文でのキの使用が限定

されたものであったことが理解されるのである。

5 心 話文 ・消虐、文 キの文 末使 用例

会話文につづいて,心話文と消虐、文のキの使用例を

検討する。心話文は,[98]が タリキ,[99]と [100]

がニキと助動詞のみでの使用例,[101]か ら [105]

までがカシの下接する使用例である。

[98]たずねむとおぼしたりき。

(「 若菜下」 1127-12)

[99]世 におはせずなりにき。 (「竹河」 1472-5)

[100]か たちをかへ,世 をそむきにき。

(「夢浮橋」2060-1)

[lol]ま ずはかの御簾のはさまも,さ るべ きこと

かは,か るがるしと大将のおもひたまへる気色 ,

みえきかし。 (「 若菜下」1202-1)

[102]え おはせざりしほどのなげき,い といとほ

しげなりきかし。 (「 ,手丼卜」1909-13)

[103]か の空蝉の,う ちとけた りし宵の側 目に

は,い とわろかりしかたちざまなれど,も てなし

にか くされて口をしうはあらざりきかし。

(「末摘花」224-5)

[104]そのかみも,け ちかくみきこえむとは,お

もひよらざヤ,き かし。 (「 若菜下」1132-2)

[105]ゆ ゑあ りてもてな したまへ りし心お きて

を,人 はさしもみしらざク,き かし。

(「幻」 1414-10)

キの複合形が 3例 とカシが下接する例が 5例 であ

る。使用例がす くないこともあり,会話文と比較する

と,使 用パターンは限定 されているが,そ のなかで

は,カ シの下接する例のおおいのが注意される。

3章 で もふれたように,カ シは話 し手の「念 を押

す」意味 とされるが,心話文のばあい,話 し手と聞き



西田 隆政 三源氏物語における助動詞キの会話文

手は同一人物なので,自 分自身に対して過去の事態を

「そういうこと」と確認していることになる。たとえ

ば,[101]は ,柏 本が,大将 (夕 霧)の お もってい

た,女三の宮の「かるがるし」い欠点が,御簾のはさ

まのときにもみえたのだった,と 今にして認識してい

る例である。

消虐、文では,3夕1み ることができる。

[106]一 日の御ことは,阿 閣梨のつたへたりし

に, くはしくききはべ りにき。 (「宿木」1735-1)

[107]か しこの寝殿,堂になすべきこと,阿閣梨

(「宿木」1765-2)

りたまひきや。

(「行幸」888-7)

このなかでは,[104]の ヤの下接する例が注意され

る。手紙のなかで,光源氏が玉質に,帝を拝見なさっ

たかと,質問している例である。使用例はす くないも

のの,地の文にはない疑問文の例のあることから,会

話文に通 じるものとみることができる。

心話文と消息文は,基本的に会話文と同様の傾向を

しめすものとみてよいであろう。使用例のす くないこ

ともあり,会話文ほどの使用パターンの多様さはない

ものの,地の文とはことなり,会話文によりちかい使

用傾向とみることができる。

本稿では,助動詞キの終止形キ使用例 として,会話

文 66例 ,心話文 3例 ,消虐、文 2例 と,終止形キに助

詞の下接する会話文 16例 ,心話文 5例 ,消虐、文 1夕 J

の計 93例 を検討 してきた。その結果 として,こ れら

の使用例は,地の文での使用例よりも,使用数がおお

いだけでなく,終助詞カシの使用や疑問文での使用等

で,よ り使用範囲のひろいことが確認された。

地の文では,終止形キが基本的に物語の「今,こ

こ」の時点からの過去をしめすものであったのに対 し

て,会話文等での終止形キは会話等の発話の時点から

の過去をしめすというだけでなく,そ こに話 し手の間

き手へのはたらきかけをしめす例があるという点で
,

より使用範囲がひろいということになる。

次稿では,こ の終止形キの使用傾向をふまえて,連

体形シや已然形シカの文末での使用例について,検討

してい くことにしたい。

)王

1)源 氏物語の引用は,池 田 (1953)に よる。その引用

に際して,適宜,か なづかいをあらため,濁 点をほど

こし,漢字をあて,句読点をつけた。

2)糸井 (1995)の 用語による。

3)糸 井 (1995)の 用語による。井島 (2002)で は「表

現時」とし,ほぼ同義とかんがえられる。

4)表 1に は,終助詞カシや係助詞ヤの下接 した例をふ

くんでいない。

5)会話文等の引用では,一文ごとに引用 し,「 といふ」

「とおもふ」等の引用をしめす部分は省略する。

6)中 村 。岡見・阪倉 (1982)で のカシの意味記述によ

る。
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[108]昨 日,上 はみ たて まつ

め


